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サプライチェインマネジメントのためのテストベッドシズテム  
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● サプライチェイン通信サーバー  

● SCM意思決定支援システム   

シミュレーションシステムは、（1）チェインレベル  

（Virtual・Supplies Manager－VSM）、r（2）プラントレ  

ベル：作業指示機能を有した複数のラインシミュレ  

ーション、（3）セルレベル：工程シミ土レーション、  

の3階層構造のシミュレーションで構成する。各サ  

プライヤーをマネジメントするためのビジネスプロ  

セスのシミュレー㌢ヨンを最上層のチェインレベル  

で行い、その出力となる指示情報・制約情報のもと  

で下2階層の物嘩シミュレ」ションを連動させるの  

が、このシ享ユレーションシステムの特徴である。   

通信サーバーは、チェイ∵ンを構成するサプライヤ  

ーと Ⅵ：Bシステムを通じてデータ交換を行う WEB  

SYSTEMDRIVER、生産・物流管理データを加工してシ  

ミュレーションに渡すPRODUCTIONDATADRIVER、需  

要デヤクを加工してシミュレーションに渡す  

DEMANDDATADRIVERの3つのサブシステムを有する。   

SCM意思決定支援システムは、シミュレーション  

及び通信サーバーとのインターフェイスを介して収  

集したデータを解析するDATA ANALYZER、サプライ  

ヤーマネジメント知識ベースの2つのサブシステム  

からなる。  

1．．はじめに   

現代製造業は、コスト低減、リードタイム短縮を  

実現するために、製品開発、製造、物流などゐ各プ  

ロセスで、自社部門のみならず、それぞれのビジネ  

スパートナーと積極的に協調できるビジネス体制を  

必要としている。このような体制を実現するために、  

SCM（SupplyChainManagement一供給連鎖管理）のシ  

ステム概念・モデルが提案され、業務支援のための  

ソフトウ 

SCMソフトウェアの多くは、ERPパ 

に補完し合う目的で設計され、リアルタイムベース  

でスケジューリングや資源管理を支援する仕様にな  

っている。このようなダイナミック制御はSm†支援  

に効果が期待されるが、これと同時にビジネスシス  

テムを計画する段階で、その業務フローやデータフ  

ローを最適化することも必要である。   

生産物流計画の業務フローモデルについては、CIM  

モデル、CIMアーキテクチュア等が提案されている。  

【2，3】これらはいずれも企業単位の業務プロセスを  

対象にしたもので、供給連鎖の観点からど 

ロセスモデルを議論するものは数少ない。SCOR【4】は  

こ 

照モデルの性格が強く、計画したプロヤスの妥当性  

を検証するシミュ｝－ション機能はない。以上のよ  

うな議論から、筆者らはサプライチェイン 

ントのためのシミュレーション．をベースとするテス  

トベッドシステムを構築中である。   

本稿では、システムの概念設計、∴システムモデル、  

および適用例について報告する。  

3．インテグレーションモデル   

シミュレーションの実装、およびインターフ主イ  

スのデータ定義のためには、・システム記述モデルが  

必要になる。インテグレーションモデルはこのため  

甲も甲で、物流モデル、情報モデル、業務フロー（ビ  

ジネスプロセス）モデル、，および意思決定モデルの  

サブモデルからなるd   

このうちビジネスプロセスモデルは、サプライチ  

ェイシの秦務ファーを定義するものや、他のモデル  

の根幹をなすものであるっSChlの業務プロ⊥を、九州  

2．テストベッド・システム   

提案するテストベッド・システムは、以下のサブ  

システムから構成される。  

●  サプライチェインシミュレーション  
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（計画）、SOURCE（調達）、MAKE（製造），DELIVER（配  

送）の4カテゴリーに分類し、各カテゴリ∵での詳  

細プロセスを定義したこ 

ュメントフロー分析を基にして、オブジェクトモデ  

リング手法により、ビジネスデータとその処理プロ  

セスを抽象化しモデル記述を行った【5】。  

足率への効果  

などのケーススタディーを行った。  

5．おわりに   

サプライチェインプランニングは、自社システム  

だけではなくチェイン全体のシステム最適化をめざ  

すものである。提案するテストべ少ドシステムは、  

チェイン上の上流・’下流のサプライヤーとのデータ  

通信により、ダイナミックにパラメータを設定しな  

がらシミュレーションを行う。インターフェイスの  

強化が今後の課題である。  

4．サプライヤーマネジメント支援   

SCMを効果的に実践するには、  

● チェインレベルでの円滑な情報流  

● チェインレベルでの情報流と物流の同期性  

● チェイン構成上の各ビジネスプロセスのリード  

タイム短縮  

● プロセスのコンカレンシーの実現  

が必要である。   

現バージョンでは、PC製造のサプライチ土インを  

事例モデルとして実装しているよこれは、メモリー、  

ボード、CDRO吼モニターの各製造工場と2箇所の物  

流拠点倉庫、マーケットへの配送センターからなる  

サプライチェインシステムである。物流・情報流の  

同期メカニズムとして、Hybrid PUSH－Pt几Lモデル  

を導入し、現実のオペレーションの再現を図った。  

ビジネスプランニングのケーススタディーとして、  

・ 総プランニングリードタイム短縮のオーダー  

充足率への効果  

● 在庫拠点における計画在庫水準のオーダー充  
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図1．テストベッドシステムアーキテクチュア  
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